
令和６年度 大阪府立交野支援学校四條畷校 第１回学校運営協議会 報告 

1.日時 

場所 

令和６年６月 17日（月）午前 10時 00分から 12時 00分 

交野支援学校四條畷校 軽作業室 

2.出席      【学校協議会委員】 

高塚 良則 元大阪府立支援学校長 

加藤 美朗 関西福祉科学大学教授               

北口 信二 北河内東障害者就業・生活支援センター長  

杉本 匡子 （社福）るうてるホーム 法人アドミストレイティブマネジャー 

中西 庄司郎 四條畷市砂自治会長                 

佐々木 博康 大阪府立交野支援学校四條畷校 PTA会長       

【事務局】 

篠川 一樹 准校長 

長田 登起夫 教頭                       

目良 孝 課長補佐                               

竹田 良信 首席 

古田 嘉康 首席 

筒井 大輔 中学部主事                 

加峰 一智 高等部主事                 

傍聴者１人 

3.次第 （１）准校長あいさつ  

（２）「学校運営協議会委員」および「事務局」自己紹介 

（３）「会長の選出」と本年度の「学校運営協議会実施要項」「学校協議会傍聴規則」の確認 

（４）報告および議事 

  ①本校の「令和６年度学校経営計画及び学校評価」について 

  ②令和６年度学校教育自己診断アンケートについて 

  ③令和６年度教科用図書選定について 

4.報告 （１）准校長あいさつ  

（２）「学校運営協議会委員」および「事務局」自己紹介 

（３）「会長の選出」と本年度の「学校運営協議会実施要項」「学校協議会傍聴規則」の確認 

学校運営協議会実施要項の第 9条に則り、会長に高塚 良則様、副会長に加藤 美朗様が推薦を受け、全員

一致で信任。 

（４）報告および議事 

①本校の「令和６年度学校経営計画及び学校評価」について 

 「令和６年度学校経営計画及び学校評価」について、１．めざす学校像、２．中期的目標について

は、昨年度第３回学校運営協議会にて承認された内容のため、本協議会では准校長より、３．本年度

の取組内容及び自己評価について説明。 

②令和６年度学校教育自己診断アンケートについて 

 アンケート項目と実施スケジュールについての確認が行われた。また、アンケート項目で昨年度から

変更があったものについては事務局より変更理由の説明があった。 

③令和６年度教科用図書選定について 

 選定教科書の報告及び選定方法等の説明。 

 

※准校長より絵本作家谷口智則様より寄贈いただいたサンタクロース像の紹介。 

【委員からの意見の概要】 

高塚会長： 

(学校経営計画について)「人権意識」や「専門性の向上」等、抽象的な部分に関しては課題となっている。また不

足している点はどこなのか、詰めていく必要がある。ホームページについて、PTA の取り組みが継続的に上がっ

ている点、泊行事の様子がタイムリーに上がっていた点は評価できる。ホームページに掲載する内容については

引き続き検討が必要。心と身体の学習について、本校化を考えた場合、最終的には小中高を通じた系統的なプ



ログラムを作っていかなければならない。特に、性教育に関しては、家庭との連携が非常に大切である。

同じく、選挙学習についても、学んだ内容が実際の投票活動にどう影響したのか、検証が必要だと感じる。 

(学校教育自己診断アンケートについて)昨年度、教員アンケートの回答率が１００％ではなかった。100％をめざ

してほしい。 

 

加藤副会長： 

(学校経営計画について)進路指導においては、定着支援が大事。昨年度から、一人ひとりの状況に応じた、スモ

ールステップの指導が行われていることを強く感じている。 

 

北口委員： 

(学校経営計画について)進路指導に関わる点では、令和７年から就業選択支援事業がはじまる。制度が変わる

にあたって、仕組みづくりを学校とともに進めていけるとありがたい。業務の効率化や、超過勤務の問題はどこも

課題となっている。今年度四條畷校で取り組むシステム化、効率化によって、どう変わったのかを教えてもらい、参

考にしていきたい。 

 

杉本委員： 

(学校経営計画について)施設利用者と四條畷校生が、クリーンコース実習や体験実習を通じてお互いに刺激を

し合えるような関係になることを望む。職業科目が作った製品の販路拡大とのことだが、例えば「るうてるフェス

タ」(るうてるホーム主催のイベント)でも販売してはどうか。地域や、施設をはじめいろんな人に触れあえる体験に

なると思う。アレルギーについて、細やかに対応していると感じたが、昨年はどのようなアレルギー事案があったの

か聞かせてほしい。(事務局より回答を行った。) 

 

中西委員： 

(学校経営計画について)地域連携の第一歩として、地域の方による農作業の指導や、植木の剪定指導が行われ

ている。また、できた野菜は公民館で生徒たちが販売も行っている。1 回目には市の広報が取材に訪れた。地区

内の散歩学習中の挨拶が増えた。今後も継続してもらいたい。地域の課題としては、朝の登校時の交通安全があ

る。忍ケ丘駅側から外環状線に出るのに大通りを通ると時間がかかるため、地区内を通る車が多い。スピ

ードを出す車もあり危険なため、市にも現状を訴え、要望をあげている。また、今まで地区の防犯活動は

夜が中心だったが、子どもたちが通学する時間帯に回ることができないか防犯委員会に提案する予定。 

(学校教育自己診断アンケートについて)教員がアンケートに回答するということは、自分の一年間の取り組みを

しっかり振り返るという意味で非常に大事なこと。 

(学校への要望)学校からの電話のやり取りで、行き違いや学校側の共有不足を感じる場面が何度かあったの

で、改善をお願いしたい。また、子どもたちの頑張りを地区で共有するために、支障のない範囲で、学校で配付し

ている便りを自治会にももらえないか。(准校長より：連携については、改善していく。便りについては、個人情報

保護の観点にも留意しつつ地域に発信できる方法を検討していく。) 

 

佐々木委員： 

(学校経営計画について)中西委員がおっしゃったように、子どもたちが散歩中に元気に挨拶しているのを見かけ

る。保護者も地区の皆さんと子どもたちに負けないように挨拶していきたい。本校化までの時間は思ってい

るより短い。スムーズに新体制に向かって進んでいけるよう、協力していきたい。前年度、フォーム作成

ツールによるアンケートがうまく機能しなかった等、トラブルもあるかと思うが、試行錯誤を続け、家庭

からもレスポンスよく返答ができる方法を探ってほしい。 

 

次回の会議日程 

日時 令和６年 12月予定 

会場 大阪府立交野支援学校四條畷校 会議室 

 


